
東海再処理施設の安全対策に係る廃止措置計画認可変更申請対応について 

令和 2 年 7 月 30 日 

再処理廃止措置技術開発センター 

〇 令和 2 年 7 月 30 日 面談の論点 

 資料 1 分離精製工場(MP)等の津波防護に関する対策の内容の検討等について

 資料 2 再処理施設に関する設計及び工事の計画 （別冊 1-14）報告内容の変更に

ついて

 資料 3 外部事象に対する各影響評価ガイドの要求事項と対策の対応表

 資料 4 TVF 設計地震動に対する耐震性評価整理

 東海再処理施設の安全対策に係る面談スケジュール（案）について

 その他

以上 
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分離精製工場(MP)等の津波防護に関する対策の内容の検討等について 

令和 2 年 7 月 30 日 

再処理廃止措置技術開発センター 

高放射性廃液貯蔵場(HAW)，ガラス固化技術開発施設(TVF)ガラス固化技術開発

棟及びそれらに関連する施設以外の分離精製工場(MP)等の施設(以下「分離精製

工場(MP)等」という。) については，一次スクリーニングとして放射性物質の流

出が起こりうるものとして保守的に想定したシナリオに基づく環境へのリスク

の評価による優先度の把握を踏まえ，今後，以下に示す対策の内容の検討，対策

の評価を実施する計画である。 

・対策の検討にあたっては，津波による放射性物質の流出について，深層防護

を意識し，貯槽，容器，セル，建家等に対してどのように流出が防止される

かとの観点で詳細な確認を実施する。

・確認した内容については，別紙のように整理する計画である。なお，別紙の

記載内容は，一次スクリーニングとして保守的に想定したシナリオを記載し

ているが，分離精製工場(MP)の高放射性廃液貯蔵工程のように，耐震性の確

認等により，流出の可能性がないと評価されたものもある。

・今後，確認及び対策の内容の検討，対策の評価を進め,面談等で示す予定であ

る。 

以上 

【資料１】
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機器・容器 セル 建家

燃料集合体

燃料貯蔵バスケット

燃料集合体は燃料貯蔵バ
スケット内の水密容器に保
管しており，被覆管及び水
密容器の2重の閉じ込めが
あることから燃料集合体か
らの放射性物質の流出は
ないものとした。

予備貯蔵プール（R0101），
濃縮ウラン貯蔵プール
（R0107）

建家は耐震性・耐津波性を
有していることからセルの
閉じ込めは確保されるが，
プール上部は開放である
ため，プールに海水が流入
するものとした。

被覆管及び燃料貯蔵バス
ケットの水密容器で閉じ込
めが確保されるため燃料
集合体内の放射性物質の
建家外への流出はないも
のとした。

なし
（潜在的なリスク低減策：燃
料集合体の施設外への搬
出）

プール水 なし

予備貯蔵プール（R0101），
濃縮ウラン貯蔵プール
（R0107）等

プール上部は開放である
ため，プールに海水が流入
し，プール水の一部が津波
とともにセル外に流出する
ものとした。

プール水の一部が津波とと
もに建家外に流出するもの
とした。

現実的なセル外への放射性
物質の流出量に基づき，有
意な放射性物質の流出が想
定されないことを確認する。

（溶解・清澄・調
整工程）

洗浄液

洗浄液受槽（242V13）
溶解槽溶液受槽（243V10)
パルスフィルタ（243F16）
パルスフィルタ（243F16A）

設計地震動に対する耐震
性が確保され，貯槽内への
海水流入の可能性のある
箇所がないことから貯槽内
の廃液の流出はないものと
した。

給液調整セル（R006）
分離第1セル（R107A）
放射性配管分岐室（R026）

建家は耐震性・耐津波性を
有していることからセルの
閉じ込めは確保されるが，
浸水高さ（T.P.+14.2m）以下
にセル入気口等が設置さ
れていることから，セルは
浸水するものとした。

機器で閉じ込めが確保され
るため貯槽内の溶液の建
家外への流出はないものと
した。

なし
（潜在的なリスク低減策：洗
浄液の移送）

（ウラン溶液濃縮
工程）

ウラン溶液

一時貯槽（263V55～V57）

セル外に設置されており，
設計地震動に対する耐震
性を確認していないことか
ら，貯槽内の溶液が流出す
るものとした。

セル外（アンバー区域）
分岐室（A147）

貯槽内の溶液の全量が津
波とともに建家外に流出す
るものとした。

貯槽の耐震性等に基づき貯
槽内の溶液の流出の可能性
を評価する。
（潜在的なリスク低減策：ウ
ラン溶液の安定化（粉末化）
及び施設外への搬出）

（高放射性廃液
貯蔵工程）

未濃縮液
希釈廃液

高放射性廃液貯槽
（272V12，V14，V16）

液量制限により設計地震
動に対する耐震性が確保
され，貯槽内への海水流入
の可能性のある箇所がな
いことから貯槽内の廃液の
流出はないものとした。

高放射性廃液貯蔵セル
（R016，R017）

建家は耐震性・耐津波性を
有していることからセルの
閉じ込めは確保されるが，
浸水高さ（T.P.+14.2m）以下
にセル入気口（T.P.+約
10.8m）等が設置されている
ことから，セルは浸水する
ものとした。

機器で閉じ込めが確保され
るため貯槽内の溶液の建
家外への流出はないものと
した。

貯槽の液量制限
（潜在的なリスク低減策：未
濃縮液・希釈廃液の高放射
性廃液貯蔵場（HAW)への移
送）

低放射性濃縮廃液

低放射性濃縮廃液貯槽
（331V10～V12）

設計地震動に対する耐震
性を確認していないことか
ら，貯槽内の溶液がセル内
に流出するものとした。

低放射性濃縮廃液貯蔵セ
ル（R050～R052）

地下階は耐震性・耐津波
性を有していることからセ
ルの閉じ込めは確保される
が，浸水高さ（T.P.+14.2m）
以下に吸気口等が設置さ
れていることから，セルは
浸水するものとした。

建家地上階は設計地震動
に対して維持されない可能
性があり，浸水するものと
した。

貯槽内からセル内に溶液
が流出，セル内に海水が
流入する可能性があるた
め，貯槽内の溶液の一部
が津波とともに建家外に流
出するものとした。

現実的なセル外への放射性
物質の流出量に基づき，有
意な放射性物質の流出が想
定されないことを確認する。
（貯槽の耐震性等の確認結
果や放射性物質の流出が想
定される経路の検討結果を
反映）

雑固体廃棄物，
ハル，エンドピース等

ハル，エンドピース等はハ
ル缶に収納し，貯蔵。
フィルタ等はそのまま貯
蔵。

ハル貯蔵庫(R031，R032)

セルは設計地震動及び設
計津波に対して維持される
が，浸水高さ（T.P.+14.2m）
以下に吸気口等が設置さ
れていることから，セルは
浸水するものとした。

なし
（セル壁が外壁）

セルが維持されるため，セ
ル内の固体廃棄物の建家
外への流出はないものとし
た。

なし
（潜在的なリスク低減策：貯
蔵状態の改善）

プール水
なし

ハル貯蔵庫(R031，R032)

セルは設計地震動及び設
計津波に対して維持される
が，浸水高さ（T.P.+14.2m）
以下に吸気口等が設置さ
れていることから，セルは
浸水するものとした。

なし
（セル壁が外壁）

セル内に海水が流入する
可能性があるため，プール
水の一部が津波とともに建
家外に流出するものとし
た。

現実的なセル外への放射性
物質の流出量に基づき，有
意な放射性物質の流出が想
定されないことを確認する。

分析廃ジャグ等

分析廃棄物用容器

分析廃棄物容器内の分析
廃ジャグ等の放射性物質
の一部が海水に移行する
ものとした。

予備貯槽庫(R030)，汚染機
器類貯蔵庫(R040～R046)

セルは設計地震動及び設
計津波に対して維持される
が，浸水高さ（T.P.+14.2m）
以下に吸気口等が設置さ
れていることから，セルは
浸水するものとした。

なし
（セル壁が外壁）

セル内に海水が流入する
可能性があるため，分析廃
ジャグ等の放射性物質の
一部が津波とともに建家外
に流出するものとした。

現実的なセル外への放射性
物質の流出量に基づき，有
意な放射性物質の流出が想
定されないことを確認する。

アスファルト固化体
プラスチック固化体

ドラム缶

地震によりドラム缶の一部
が転倒して蓋が外れ（10%
と想定），ドラム缶内の放射
性物質の一部が海水に移
行するものとした。

貯蔵セル(R051，R052，
R151，R152)

セルは設計地震動及び設
計津波に対して維持される
が，建家の開口部等から
浸水する可能性があるも
のとした。

なし
（セル壁が外壁）

セル内に海水が流入する
可能性があるため，蓋が外
れたドラム缶内の放射性物
質の一部が津波とともに建
家外に流出するものとし
た。

ドラム缶の保管状況等を踏
まえた現実的な流出量に基
づき，有意な放射性物質の
流出が想定されないことを確
認する。

対策・評価（案）

分離精製工場(MP)等の津波防護に関する整理（イメージ）

アスファルト固化体貯蔵施設
（AS1)

廃棄物処理場
（AAF)

一次スクリーニングにおける保守的に想定した設計津波に対するシナリオ 保守的に想定したシナリオ
に基づくリスク評価

主なインベントリ等施設

分離精製工場
(MP)

（受入れ・貯蔵工
程）

建家は設計地震動及び設
計津波に対して維持される
が，建家の開口部等から
浸水する可能性があるも
のとした。

高放射性固体廃棄物貯蔵庫
（HASWS)

【資料１ 別紙】
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再処理施設に関する設計及び工事の計画 （別冊 1-14） 

報告内容の変更について 

 

 

令和２年７月３０日 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

【資料２】 

【概要】 

〇外壁の増打ち補強工事において，地下浸透水配管の一部を埋め込み施工とする

ことで移設不要となったため，移設対象配管から当該配管を削除した。また、当

該配管の埋め込みに必要な雑袖壁を追加した。なお，雑袖壁には強度を期待し

ないことから，外壁強度評価の変更はない。 
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（別冊 1－14） 

再処理施設に関する設計及び工事の計画

（高放射性廃液貯蔵場（HAW）の耐津波補強工事）
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（変更前）
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別図-4 増打ち壁 配筋詳細図(建家内側部) 
※ 既存との干渉により、補強部材の位置等を変更す

ることがある。この場合、同等以上の耐力を確保

した施工とする。
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別図-7 増打ち壁 配筋詳細図(e断面) 

※ 既存との干渉により、補強部材の位置等を変更す

ることがある。この場合、同等以上の耐力を確保

した施工とする。
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４．設計条件及び仕様 

（１）設計条件 

本申請に係る配管の移設は，高放射性廃液貯蔵場（HAW）のトラックエアロック(A1 

22)で行われる建家開口部の補強と干渉しないよう，蒸気凝縮水配管，地下浸透水配

管及び屋内消火栓配管を既設配管と同材質で敷設する。 

移設する配管の設計条件を表-1に示す。 

表-1 配管の設計条件 

名称 流体 設置場所 材質 
設計温

度(℃) 

設計圧

力(MPa) 

溶接機

器区分 

耐震 

分類 

蒸気凝縮水配管 凝縮水 

ﾄﾗｯｸｴｱﾛｯｸ

(A122)

廊下 

(A123) 

ｽﾃﾝﾚｽ鋼 195 1.32 － C 

地下浸透水配管 地下浸透水 
ﾄﾗｯｸｴｱﾛｯｸ

(A122)
ｽﾃﾝﾚｽ鋼 45 0.34 － C 

屋内消火栓配管 浄水 

ﾄﾗｯｸｴｱﾛｯｸ

(A122)

ﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽ

炭素鋼 60 0.69 － C 

（２）仕様 

移設を行う配管の仕様を表-2 に示す。 

表-2 配管の仕様 

名称 配管番号 
材料 

（適用規格） 

呼び径 

(A) 

肉厚 

(mm) 

蒸気凝縮水配管 272.C.1.25.D5S
SUS304 

(JIS G3459) 
25 3.4 

地下浸透水配管 272.IW.1.50.D5S
SUS304 

(JIS G3459) 
50 2.8 

屋内消火栓配管 - 
SGP 

(JIS G3452) 
65 4.2 

（３）保守 

蒸気凝縮水配管及び屋内消火栓配管は、その機能を維持するため、適切な保守ができ

るようにする。保守において交換する部品類は、ボルト・ナット、ガスケット類、塗装、

保温材であり、適時、これらの予備品を入手し、再処理施設保安規定に基づき交換する。 
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（変更後）
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別図-4 増打ち壁 配筋詳細図(建家内側部) 
※ 既設との干渉により、補強部材の位置等を変更す

ることがある。この場合、同等以上の耐力を確保

した施工とする。
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4 

４．設計条件及び仕様 

（１）設計条件

本申請に係る配管の移設は、高放射性廃液貯蔵場（HAW）のトラックエアロック

(A122)で行われる建家開口部の補強と干渉しないよう、蒸気凝縮水配管、屋内消火栓

配管を既設配管と同材質で敷設する。 

移設する配管の設計条件を表-1に示す。 

表-1 配管の設計条件 

名称 流体 設置場所 材質 
設計温

度(℃) 

設計圧

力(MPa) 

溶接機

器区分 

耐震 

分類 

蒸気凝縮水配管 凝縮水 

ﾄﾗｯｸｴｱﾛｯｸ

(A122)

廊下 

(A123) 

ｽﾃﾝﾚｽ鋼 195 1.32 － C 

屋内消火栓配管 浄水 

ﾄﾗｯｸｴｱﾛｯｸ

(A122)

ﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽ

炭素鋼 60 0.69 － C 

（２）仕様

移設を行う配管の仕様を表-2 に示す。 

表-2 配管の仕様 

名称 配管番号 部材名 
材料 

（適用規格） 

呼び径 

(A) 

肉厚 

(mm) 

蒸気凝縮水配管 272.C.1.25.D5S

配管 
SUS304TP-S 

(JIS G3459) 
25 3.4 

エルボ
SUS304-S 

(JIS G4305) 
25 3.4 

プレート 
SUS304 

(JIS G4305) 
－ 9 

名称 配管番号 部材名 
材料 

（適用規格） 

呼び径 

(A) 

肉厚 

(mm) 

屋内消火栓配管 - 

配管 
SGP 

(JIS G3452) 
65 4.2 

エルボ
FCMB 

(JIS G5705) 
65 4.2 

フランジ
FCD 

(JIS G5502) 
65 18 

地下浸透水配管の記載を削除
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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所（再処理施設）の 

廃止措置計画における安全対策（外部からの衝撃による損傷の防止） 

 

「原子力発電所の竜巻影響評価ガイド」の要求事項と 

竜巻対策の対比表（案） 
 

【資料３】 
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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所（再処理施設）の 

廃止措置計画における安全対策（外部からの衝撃による損傷の防止） 

 

「原子力発電所の火山影響評価ガイド」の要求事項と 

火山影響対策の対比表（案） 
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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構核燃料サイクル工学研究所（再処理施設）の 

廃止措置計画における安全対策（外部からの衝撃による損傷の防止） 

 

「原子力発電所の外部火災影響評価ガイド」の要求事項と 

外部火災対策の対比表（案） 
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「原子力発電所の外部火災影響評価ガイド」の 

附属書 A 

「森林火災の原子力発電所への影響評価について」との対比表 

<61>





















 

 

 

 

 

 

 

「原子力発電所の外部火災影響評価ガイド」の 

附属書 B 

「石油コンビナート等火災・爆発の原子力発電所への影響評価について」との対比表 
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「原子力発電所の外部火災影響評価ガイド」の 

附属書 C 

「原子力発電所の敷地内への航空機墜落による火災の影響評価について」との対比表 
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ガラス固化技術開発施設（TVF）ガラス固化技術開発棟 設計地震動に対する耐震性評価整理 

機器・配管系（1/3） 

No. 耐震評価対象機器 評価方法 ※ 
概算重量 

(ton) 

1次固有周

波数(Hz) 

剛/

柔 
評価対象部位 地震力の方向組合 動的機能維持 波及的影響 

発生応力/許容

応力比(最も厳

しい箇所) 

結果 特記事項 申請書資料番号 

1 受入槽（G11V10），回収液槽（G11V20） スペクトルモーダル 27 16.1 柔 据付ボルト、ラグ、タンクの胴 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.91 〇 
ただし、液量は満杯ではなく弾

性範囲になるよう保安規定で

運用制限。 
別紙 6-1-2-5-3-1 

2 水封槽（G11V30） JEAC式*1 0.12 52.6 剛 据付ボルト、タンクの胴 SRSS － － 0.05 〇  別紙 6-1-2-5-3-2 

3 濃縮器（G12E10） FEM静的解析 3.2 27.0 剛 据付ボルト、胴 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.93 〇 
ただし、液量は満杯ではなく弾

性範囲になるよう保安規定で

運用制限。[ラック搭載機器] 

別紙 6-1-2-5-3-3 

4 濃縮液槽（G12V12） JEAC式*1 4.7 25.6 剛 据付ボルト、タンクの胴 SRSS － － 0.47 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-4 

5 濃縮液供給槽（G12V14） JEAC式*1 3.0 18.9 柔 据付ボルト、タンクの胴 SRSS － － 0.66 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-5 

6 気液分離器（G12D1442） JEAC式*1 0.02 23.8 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.03 〇  別紙 6-1-2-5-3-6 

7 溶融炉（G21ME10） スペクトルモーダル 23 13.9 柔 
ケーシング据付ボルト、架台基礎ボルト、 

ケーシング、架台 
FEMで X,Y,Z方向 － － 0.88 〇  

別紙 6-1-2-5-3-7 

8 ポンプ(G11P1021) JEAC式*2 0.12 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS 
設置箇所の震度が動的機能維

持加速度（水平 1.4G、鉛直 1.0G

以下を確認 
－ 0.02 〇  

別紙 6-1-2-5-3-8 

9 A台車（G51M118A） FEM静的解析 2.0 50.0 剛 据付ボルト、フレーム FEMで X,Y,Z方向 － － 0.60 〇  別紙 6-1-2-5-3-9 

10 トランスミッタラック（TR21) JEAC式*2 0.39 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.03 〇  別紙 6-1-2-5-3-10 

11 
トランスミッタラック（TRTR11.1，TR11.2，

TR12.1，TR12.2，TR12.3，TR12.4） 
JEAC式*2 0.50 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.03 〇  

別紙 6-1-2-5-3-11 

12 トランスミッタラック（TR43.2) JEAC式*2 0.50 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.03 〇  別紙 6-1-2-5-3-12 

13 工程制御盤(DC) JEAC式*2 3.5 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.30 〇  別紙 6-1-2-5-3-13 

14 工程監視盤(1)～(3) JEAC式*2 1.6 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.16 〇  別紙 6-1-2-5-3-14 

15 変換器盤（TX1，TX2） JEAC式*2 2.4 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.19 〇  別紙 6-1-2-5-3-15 

16 計装設備分電盤（DP6） JEAC式*2 1.0 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.16 〇  別紙 6-1-2-5-3-16 

17 計装設備分電盤（DP8） JEAC式*2 0.54 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.17 〇  別紙 6-1-2-5-3-17 

18 プロセス用動力分電盤（VFP1） FEM静的解析 1.9 21.3 剛 据付ボルト、本体 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.20 〇  別紙 6-1-2-5-3-18 

19 プロセス用動力分電盤（VFP2） JEAC式*2 0.85 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.10 〇  別紙 6-1-2-5-3-19 

20 プロセス用動力分電盤（VFP3） JEAC式*2 0.85 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.10 〇  別紙 6-1-2-5-3-20 

21 電磁弁分電盤（SP2） JEAC式*2 1.1 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.13 〇  別紙 6-1-2-5-3-21 

22 高圧受電盤 JEAC式*2 1.4 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.04 〇  別紙 6-1-2-5-3-22 

23 低圧動力配電盤 スペクトルモーダル 2.0 15.9 柔 据付ボルト、本体 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.10 〇  別紙 6-1-2-5-3-23 

24 無停電電源装置 JEAC式*2 2.2 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.25 〇  別紙 6-1-2-5-3-24 

25 低圧照明配電盤 JEAC式*2 2.8 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.11 〇  別紙 6-1-2-5-3-25 

26 直流電源装置 JEAC式*2 1.3 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.05 〇  別紙 6-1-2-5-3-26 

27 操作盤(LP22.1) JEAC式*2 0.45 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.05 〇  別紙 6-1-2-5-3-27 

28 現場制御盤（LP22.3，LP22.3-1） JEAC式*2 0.17 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.03 〇  別紙 6-1-2-5-3-28 

29 冷却器（G11H11,H21） JEAC式*4 0.43 62.5 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.13 〇  別紙 6-1-2-5-3-29 

30 冷却器（G12H13） JEAC式*4 0.14 111.1 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.05 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-30 

31 冷却器（G41H20） JEAC式*1 0.18 11.8 柔 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.07 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-31 

32 冷却器（G41H22） JEAC式*1 0.58 31.3 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.13 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-32 

33 冷却器（G41H30） JEAC式*1 0.18 11.8 柔 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.06 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-33 

34 冷却器（G41H32） JEAC式*1 0.58 31.3 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.13 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-34 

35 冷却器（G41H70） JEAC式*1 1.3 11.9 柔 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.50 〇  別紙 6-1-2-5-3-35 

36 冷却器（G41H93） JEAC式*1 0.36 27.8 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.18 〇  別紙 6-1-2-5-3-36 

37 凝縮器（G12H11） JEAC式*1 1.2 17.5 柔 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.15 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-37 

38 デミスタ（G12D1141） JEAC式*1 0.07 38.5 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.08 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-38 

39 デミスタ（G41D23） JEAC式*1 1.2 21.3 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.13 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-39 

40 デミスタ（G41D33） JEAC式*1 1.2 21.3 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.12 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-40 

41 デミスタ（G41D43） FEM静的解析 1.2 23.3 剛 据付ボルト、胴 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.19 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-41 

42 スクラッバ（G41T10） JEAC式*1 4.0 26.3 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.32 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-42 

43 ベンチュリスクラッバ（G41T11） JEAC式*1 0.97 33.3 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.16 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-43 

44 吸収塔（G41T21） スペクトルモーダル 3.8 15.4 柔 据付ボルト、胴 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.64 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-44 

45 洗浄塔（G41T31） JEAC式*1 2.1 14.3 柔 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.33 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-45 

46 加熱器（G41H24） JEAC式*1 0.28 34.5 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.17 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-46 

※ JEAC式については、*1 ラグ支持たて置円筒形容器、*2 横形ポンプ、*3 平底たて置円筒形容器、*4 横置円筒形容器、*5 四脚たて置円筒形容器、*6 スカート支持たて置円筒形容器の構造強度評価の計算式を表す。 

【資料４】 

<83>



機器・配管系（2/3） 

No. 耐震評価対象機器 評価方法 ※ 
概算重量 

(ton) 

1次固有周

波数(Hz) 

剛/

柔 
評価対象部位 地震力の方向組合 動的機能維持 波及的影響 

発生応力/許容

応力比(最も厳

しい箇所) 

結果 特記事項 申請書資料番号 

47 加熱器（G41H34） JEAC式*1 0.58 32.3 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.30 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-47 

48 加熱器（G41H44） JEAC式*1 0.28 34.5 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.31 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-48 

49 加熱器（G41H80,H81） JEAC式*1 0.41 29.4 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.09 〇  別紙 6-1-2-5-3-49 

50 加熱器（G41H84,H85） JEAC式*1 0.61 20.8 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.24 〇  別紙 6-1-2-5-3-50 

51 ルテニウム吸着塔（G41T25） JEAC式*1 1.7 30.3 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.17 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-51 

52 ルテニウム吸着塔（G41T35） JEAC式*1 1.7 30.3 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.22 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-52 

53 ルテニウム吸着塔（G41T45） JEAC式*1 1.7 30.3 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.32 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-53 

54 ルテニウム吸着塔（G41T82,T83） JEAC式*2 7.4 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.19 〇  別紙 6-1-2-5-3-54 

55 ヨウ素吸着塔（G41T86,T87） JEAC式*2 6.2 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.37 〇  別紙 6-1-2-5-3-55 

56 フィルタユニット（G41F26） JEAC式*1 0.35 41.7 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.13 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-56 

57 フィルタユニット（G41F36） JEAC式*1 0.35 41.7 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.12 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-57 

58 フィルタユニット（G41F46） JEAC式*1 0.35 41.7 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.15 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-58 

59 フィルタユニット（G41F27） JEAC式*1 0.33 43.5 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.09 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-59 

60 フィルタユニット（G41F37） JEAC式*1 0.33 43.5 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.09 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-60 

61 フィルタユニット（G41F47） JEAC式*1 0.35 43.5 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.11 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-61 

62 フィルタユニット（G41F88,F89） JEAC式*2 1.3 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.18 〇  別紙 6-1-2-5-3-62 

63 槽類換気系排風機(G41K50,K51) JEAC式*2 1.1 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS 
設置箇所の震度が動的機能維

持加速度 (水平 1.2G、鉛直

1.2G)以下を確認 
－ 0.07 〇  

別紙 6-1-2-5-3-63 

64 槽類換気系排風機(G41K60,K61） JEAC式*2 0.84 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS 
設置箇所の震度が動的機能維

持加速度 (水平 1.2G、鉛直

1.2G)以下を確認 
－ 0.05 〇  

別紙 6-1-2-5-3-64 

65 槽類換気系排風機(G41K90,K91,K92) JEAC式*2 1.8 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS 
設置箇所の震度が動的機能維

持加速度 (水平 2.3G、鉛直

1.0G)以下を確認 
－ 0.09 〇  

別紙 6-1-2-5-3-65 

66 
セル換気系フィルタユニット（G07F80.1～

F80.10） 
JEAC式*2 1.3 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.31 〇  

別紙 6-1-2-5-3-66 

67 
建家換気系フィルタユニット（G07F81.1～

F81.10） 
JEAC式*2 0.96 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.15 〇  

別紙 6-1-2-5-3-67 

68 
セル換気系フィルタユニット（G07F82.1～

F82.4） 
JEAC式*2 1.3 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.27 〇  

別紙 6-1-2-5-3-68 

69 セル換気系フィルタユニット(G07F83.1,F83.2） JEAC式*2 0.52 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.20 〇  別紙 6-1-2-5-3-69 

70 
セル換気系フィルタユニット（G07F84.1～

F84.4） 
JEAC式*2 1.3 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.30 〇  

別紙 6-1-2-5-3-70 

71 セル換気系フィルタユニット（G07F86,F87） JEAC式*2 0.71 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.17 〇  別紙 6-1-2-5-3-71 

72 
セル換気系フィルタユニット

（G07F88,F89,F90,F91） 
スペクトルモーダル 1.2 10.3 柔 架台 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.63 〇  

別紙 6-1-2-5-3-72 

73 セル換気系フィルタユニット（G07F93） JEAC式*2 0.55 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.12 〇  別紙 6-1-2-5-3-73 

74 セル換気系フィルタユニット（G07F92） JEAC式*2 0.26 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.06 〇  別紙 6-1-2-5-3-74 

75 
セル換気系排風機

（G07K50,K51,K52,K54,K55,K56,K57,K58,K59） 
JEAC式*2 3.2 20Hz以上 剛 耐震ストッパーボルト SRSS 

設置箇所の震度が動的機能維

持加速度 (水平 2.6G、鉛直

2.0G)以下を確認 
－ 0.12 〇  

別紙 6-1-2-5-3-75 

76 
インセルクーラ

(G43H10,H12,H13,H14,H15,H16,H17,H18)  
FEM静的解析 1.0 27.0 剛 据付ボルト、鋼製部材 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.41 〇 [ラック搭載機器] 

別紙 6-1-2-5-3-76 

77 インセルクーラ(G43H11,H19)  FEM静的解析 1.2 22.7 剛 据付ボルト、鋼製部材 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.45 〇 [ラック搭載機器] 別紙 6-1-2-5-3-77 

78 冷凍機(G84H10,H20) オイルセパレータ JEAC式*5 0.50 71.4 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.26 〇  別紙 6-1-2-5-3-78 

79 冷凍機(G84H10,H20) 液冷却器 JEAC式*4 0.21 125.0 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.16 〇  別紙 6-1-2-5-3-78 

80 冷凍機(G84H10,H20) オイルクーラ JEAC式*4 0.27 125.0 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.18 〇  別紙 6-1-2-5-3-78 

81 冷凍機(G84H10,H20) レシーバ JEAC式*4 1.3 100.0 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.23 〇  別紙 6-1-2-5-3-78 

82 冷凍機(G84H10,H20) 凝縮器 JEAC式*4 2.7 38.5 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.24 〇  別紙 6-1-2-5-3-78 

83 冷凍機(G84H10,H20) ドライヤーフィルター JEAC式*4 0.06 47.6 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.11 〇  別紙 6-1-2-5-3-78 

84 冷凍機(G84H10,H20) オイルフィルター JEAC式*4 0.03 90.9 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.11 〇  別紙 6-1-2-5-3-78 

85 冷却器（G84H30,H40） JEAC式*4 2.4 27.0 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.27 〇  別紙 6-1-2-5-3-79 

86 ポンプ（G84P32,P42） JEAC式*2 0.25 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS 
設置箇所の震度が動的機能維

持加速度（水平 1.4G、鉛直

1.0G)以下を確認 
－ 0.05 〇  

別紙 6-1-2-5-3-80 

※ JEAC式については、*1 ラグ支持たて置円筒形容器、*2 横形ポンプ、*3 平底たて置円筒形容器、*4 横置円筒形容器、*5 四脚たて置円筒形容器、*6 スカート支持たて置円筒形容器の構造強度評価の計算式を表す。 
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機器・配管系（3/3） 

No. 耐震評価対象機器 評価方法 ※ 
概算重量 

(ton) 

1次固有周

波数(Hz) 

剛/

柔 
評価対象部位 地震力の方向組合 動的機能維持 波及的影響 

発生応力/許容

応力比(最も厳

しい箇所) 

結果 特記事項 申請書資料番号 

87 膨張水槽（G84V31,V41,G84V31,V41） スペクトルモーダル 0.27 13.2 柔 据付ボルト、脚、胴 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.22 〇  別紙 6-1-2-5-3-81 

88 換気用動力分電盤（VFV1） JEAC式*2 2.2 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.48 〇  別紙 6-1-2-5-3-82 

89 純水貯槽（G85V20） JEAC式*6 21 37.0 剛 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.46 〇  別紙 6-1-2-5-3-83 

90 ポンプ（G85P21,P22） JEAC式*2 0.052 20Hz以上 
剛 

据付ボルト SRSS 
設置箇所の震度が動的機能維

持加速度（水平 1.4G、鉛直

1.0G)以下を確認 
－ 0.01 〇  

別紙 6-1-2-5-3-84 

91 冷却器（G83H30,H40） JEAC式*4 8.5 18.5 柔 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.84 〇  別紙 6-1-2-5-3-85 

92 ポンプ（G83P12,P22） JEAC式*2 1.7 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS 
設置箇所の震度が動的機能維

持加速度（水平 1.4G、鉛直

1.0G)以下を確認 
－ 0.11 〇  

別紙 6-1-2-5-3-86 

93 ポンプ（G83P32,P42） JEAC式*2 0.14 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS 
設置箇所の震度が動的機能維

持加速度（水平 1.4G、鉛直

1.0G)以下を確認 
－ 0.05 〇  

別紙 6-1-2-5-3-87 

94 冷却塔（G83H10,H20） JEAC式*2 18 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.31 〇  別紙 6-1-2-5-3-88 

95 膨張水槽（G83V11,V21） JEAC式*1 0.34 14.71 柔 据付ボルト、胴 SRSS － － 0.15 〇  別紙 6-1-2-5-3-89 

96 固化セル換気系排風機（G43K35,K36） JEAC式*2 0.20 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS 
設置箇所の震度が動的機能維

持加速度（水平 2.3G、鉛直

1.0G)以下を確認 
－ 0.04 〇  

別紙 6-1-2-5-3-90 

97 固化セル換気系フィルタユニット（G43F30,31) JEAC式*2 0.51 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.02 〇  別紙 6-1-2-5-3-91 

98 固化セル換気系フィルタユニット（G43F32） JEAC式*2 0.53 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.10 〇  別紙 6-1-2-5-3-92 

99 固化セル換気系フィルタユニット（G43F33,F34） JEAC式*2 0.88 20Hz以上 剛 据付ボルト SRSS － － 0.24 〇  別紙 6-1-2-5-2-93 

100 濃縮器ラック（G12RK10） スペクトルモーダル 12 11.90 柔 フレーム FEMで X,Y,Z方向 － － 0.58 〇  別紙 6-1-2-5-3-94 

101 濃縮液槽ラック（G12RK12） スペクトルモーダル 14 11.76 柔 フレーム FEMで X,Y,Z方向 － － 0.69 〇  別紙 6-1-2-5-3-95 

102 デミスタラック（G41RK43） スペクトルモーダル 10 11.76 柔 フレーム FEMで X,Y,Z方向 － － 0.45 〇  別紙 6-1-2-5-3-96 

103 スクラッバラック（G41RK10） スペクトルモーダル 15 10.53 柔 フレーム FEMで X,Y,Z方向 － － 0.68 〇  別紙 6-1-2-5-3-97 

104 吸収塔ラック（G41RK20） スペクトルモーダル 15 9.26 柔 フレーム FEMで X,Y,Z方向 － － 0.69 〇  別紙 6-1-2-5-3-98 

105 洗浄塔ラック（G41RK30） スペクトルモーダル 13 12.05 柔 フレーム FEMで X,Y,Z方向 － － 0.58 〇  別紙 6-1-2-5-3-99 

106 蒸発缶ラック（G71RK20） スペクトルモーダル 14 11.63 柔 フレーム FEMで X,Y,Z方向 － － 0.41 〇  別紙 6-1-2-5-3-100 

107 配管（FEMにより設計されたもの） スペクトルモーダル － 11.49 柔 配管 FEMで X,Y,Z方向 － － 

0.86 

(現状最大

2.22) 

〇 
現状の応力比が 1.0を超えた配

管についてはサポートの追加

により耐震性向上対策を実施 

別紙 6-1-2-5-3-101 

108 配管（定ピッチスパン法により設計されたもの） 定ピッチスパン － 20Hz以上 剛 配管 SRSS － － 0.24 〇  別紙 6-1-2-5-3-102 

109 配管トレンチ（T21）内配管（内管） スペクトルモーダル － 5.88 柔 配管 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.39 〇  別紙 6-1-2-5-3-103 

110 配管トレンチ（T21）内配管（外管） FEM静的解析 － 20.41 剛 配管 FEMで X,Y,Z方向 － － 0.07 〇  別紙 6-1-2-5-3-104 

111 固化セル クレーン（G51M100, M101） 時刻歴解析 27 2.87 柔 ガータ、車輪 FEMで X,Y,Z方向 － 
溶融炉等が設置されている固化セル

（R001）の上部にあり、落下による波

及的影響がないこと 
0.65 〇  

別紙 6-1-2-5-3-105 

112 両腕型マニプレータ(G51M120,M121) 時刻歴解析 24 2.00 柔 ガータ、車輪 FEMで X,Y,Z方向 － 
溶融炉等が設置されている固化セル

（R001）の上部にあり、落下による波

及的影響がないこと 
0.56 〇  

別紙 6-1-2-5-3-106 

113 廃気処理室クレーン（G51M901） スペクトルモーダル 4.3 6.85 柔 ガータ、車輪 FEMで X,Y,Z方向 － 
槽類換気系設備が設置されている廃

棄処理室（A012）の上部にあり、落下

による波及的影響がないこと 
0.70 〇  

別紙 6-1-2-5-3-107 

※ JEAC式については、JEAC4601-2008における *1 ラグ支持たて置円筒形容器、*2 横形ポンプ、*3 平底たて置円筒形容器、*4 横置円筒形容器、*5 四脚たて置円筒形容器、*6 スカート支持たて置円筒形容器 の構造強度評価の計算式を表す。 
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建家・構築物 

No. 耐震評価対象施設 入力地震動 評価方法 評価項目 評価結果 結果 特記事項 申請書資料番号 

1 ガラス固化技術開発棟建家 
廃止措置計画用設計

地震動 

・水平方向：建家と地盤の相

互作用を考慮した曲げせ

ん断型の多質点系モデル 

・鉛直方向：建家と地盤の相

互作用を考慮した多質点

系モデル 

・減衰定数は 3% 

・せん断ひずみ：評価基準値以下 

・基礎浮き上がり： 

  接地率が基準値以上 

  接地圧が基準値以下 

・せん断ひずみ：最大 0.18×10-3（<2×10-3：評価基準値） 

・基礎浮き上がり： 

  接地率：61.1%（>50%：評価基準値） 

  接地圧：764kN/m2（<2350kN/m2：極限支持力度） 

〇 

 添付資料 6-1-2-5-2 

2 第二付属排気筒 
廃止措置計画用設計

地震動 

・水平方向：建家と地盤の相

互作用を考慮した曲げせ

ん断型の多質点系モデル 

・鉛直方向：建家と地盤の相

互作用を考慮した多質点

系モデル 

・減衰定数は 1% 

・鋼製筒身部の曲げモーメントと軸力： 

             終局耐力に対する検定比 1.0以下 

・筒身下部 RC補強部の曲げモーメント： 

             終局耐力に対する検定比 1.0以下 

・筒身のせん断力：終局耐力に対する検定比 1.0以下 

・既設アンカーボルト及びあと施工アンカーの引張応力度： 

許容引張耐力に対する検定比 1.0以下 

・基礎の曲げモーメント：終局耐力に対する検定比 1.0以下 

・基礎のせん断力：終局耐力に対する検定比 1.0以下 

・接地圧：極限支持力度に対する検定比 1.0以下 

・鋼製筒身部の曲げモーメントと軸力：検定比 最大 0.886 

・筒身下部 RC補強部の曲げモーメント：検定比 0.392 

・筒身のせん断力：検定比 最大 0.135 

・既設アンカーボルトの引張応力度：検定比 最大 0.855 

・あと施工アンカーの引張応力度：検定比 最大 0.746 

・基礎の曲げモーメント：検定比 0.687 

・基礎のせん断力：検定比 0.117 

・接地圧：検定比 0.112 

〇 

耐震性向上のために排気筒下

部への鉄筋コンクリート補強

を実施 

添付資料 6-1-2-5-4 

3 第二付属排気筒排気ダクト接続架台 
廃止措置計画用設計

地震動 

・立体フレームモデルによる

動的解析 

・支承部の水平方向のモデル

化はテフロン支承及び補

強鋼管はマルチスプリン

グ要素、ステンレス鋼棒は

ばね要素 

・鋼製フレームの軸力・曲げ・せん断応力： 

            終局耐力に対する検定比 1.0以下 

・ステンレス鋼棒及び補強鋼管から成る支承部： 

  補強鋼管のせん断力：終局耐力に対する検定比 1.0以下 

  あと施工アンカーボルトのせん断力：終局耐力に対する 

                   検定比 1.0以下 

・テフロン支承部のすべり量：許容変位以下 

・鋼製フレームの軸力・曲げ・せん断応力：検定比 最大 0.784 

・ステンレス鋼棒及び補強鋼管から成る支承部： 

  補強鋼管のせん断力：検定比 最大 0.730 

  あと施工アンカーボルトのせん断力：検定比 0.744 

・テフロン支承部のすべり量： 

  TVF開発棟側：最大 11.3 mm（＜±100 mm：許容変位） 

  第二付属排気筒側：最大 57.0 mm（＜ ±250 mm：許容変位） 

〇 

耐震性向上のために梁及びブ

レースの補強、ブレースの新

設、支承部の補強を実施 

添付資料 6-1-2-5-5 

4※ 
高放射性廃液貯蔵場（HAW） 浸

水防止設備（浸水防止扉）  

HAW-1 
廃止措置計画用設計

地震動 

・固有振動数が 20Hz 以上で

あるため、静的地震力に対

して、材料力学の公式に基

づき部材の強度を評価 

・扉体(扉板，主桁，縦桁)：面外方向に作用する地震力が波力以下 

・扉体部品(ヒンジピン，ヒンジボルト，締付金具)の引張・曲げ応

力・せん断応力；短期許容応力に対する検定比 1.0以下 

・アンカーボルトの引張・せん断応力：短期許容耐力に対する検定

比 1.0以下 

・扉体(扉板，主桁，縦桁)：7.41 kN（＜津波波力 446.2 kN）  

・扉体部品(ヒンジピン，ヒンジボルト，締付金具)：検定比 最大 0.44 

・アンカーボルト：検定比 最大 0.10 

〇 

緊急安全対策で設置された5つ

の浸水防止扉の内、廃止措置計

画用設計津波の入力津波高さ

（T.P.+13.6m）以下の位置にあ

る 3 か所の扉。 

添付資料 6-1-2-5-6 

HAW-2 
廃止措置計画用設計

地震動 

・固有振動数が 20Hz 以上で

あるため、静的地震力に対

して、材料力学の公式に基

づき部材の強度を評価 

・扉体(扉板，主桁，縦桁) ：面外方向に作用する地震力が波力以

下 

・扉体部品（車輪）のせん断応力：短期許容応力に対する検定比 1.0

以下 

・扉体(扉板，主桁，縦桁)：54.5 kN（＜津波波力 1795 kN）  

・扉体部品(車輪)：検定比 0.28 

・アンカーボルト：検定比 最大 0.33 

〇 

  

HAW-3 
廃止措置計画用設計

地震動 

・固有振動数が 20Hz 以上で

あるため、静的地震力に対

して、材料力学の公式に基

づき部材の強度を評価 

・扉体(扉板，主桁，縦桁)：面外方向に作用する地震力が波力以下 

・扉体部品(ヒンジピン，ヒンジボルト，締付金具)の引張・曲げ応

力・せん断応力；短期許容応力に対する検定比 1.0以下 

・アンカーボルトの引張・せん断応力：短期許容耐力に対する検定

比 1.0以下 

・扉体(扉板，主桁，縦桁)：7.29 kN（＜津波波力 453.6 kN）  

・扉体部品(ヒンジピン，ヒンジボルト，締付金具)：検定比 最大 0.43 

・アンカーボルト：検定比 最大 0.10 

〇 

  

※ No.4は高放射性廃液貯蔵場（HAW）の建家に付属する浸水防止設備。 
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東海再処理施設の安全対策に係る面談スケジュール（案） 

 

令和 2 年 7 月 30 日 

再処理廃止措置技術開発センター  

▽面談、◇監視チーム会合 

 

面談項目 

（下線：10 月変更申請 

青字：監視チーム会合コメント） 

令和 2 年 

 
8 月 9 月 

3～7 ～14 ～21 ～28 31～4 ～11 ～18 ～25 ～2 

安全対策          

地震に

よる損

傷の防

止 

○主排気筒耐震工事 

-設計及び工事の計画 

 

         

津波に

よる損

傷の防

止 

○代表漂流物の妥当性評価 

 

○引き波の影響評価 

 

○津波警報発令時の TVF バルブ閉止処

置に係る他の初動対応を含めた有効性

評価 

 

 

 

 

 

   

 

 

    

事故対

処 

○前提条件の明確化 

 

○シナリオ検討、ウェットサイトを想定した

訓練 

 

○有効性評価 

 

○HAW 事故に係る対策 

-設計及び工事の計画 

 

○TVF 事故に係る対策 

-設計及び工事の計画 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

外

部

か

ら

の

衝

撃

に

よ

る

損

傷

の

防

止 

竜

巻 

○HAW 建家の竜巻対策工事 

-設計及び工事の計画 

○竜巻；飛来物による破損のモード、補修

方法、補修に要する時間等の明確化 

（事故対処の有効性評価と併せて提示） 

○外部事象に係る可搬型の事故対処設備

について（分散配置の設置場所、各外

部事象に対する事故対処設備の対策の

具体的内容）（事故対処の有効性評価と

併せて提示） 

 

         

火

山 

  

 

 

 

       

外

部

火

災 

○防火帯の設置計画について 

 

○防火帯内側施設の防火体制 

 

         

▽3     ▽17 

    ▽17 

▽10      

▽1 

▽27 

▽27 

▽3     ▽17 

    ▽17 

▽27 

▽10      

▽10      
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▽面談、◇監視チーム会合 

 
 
 

面談項目 

（下線 ：10 月変更申請） 

令和 2 年 

 
8 月 9 月 

3～7 ～14 ～21 ～28 31～4 ～11 ～18 ～25 ～2 

内部火

災 

○防護条件設定の拡充 

○火災影響評価 

         

溢水 

○防護対象除外理由の説明 

○溢水影響評価 

 

         

制御室 

○制御室に求められる機能 

○TVF 制御室の換気対策工事 

-設計及び工事の計画 

 

         

その他

施設の

安全対

策 

○その他施設の津波防護 

 -津波流入経路、廃棄物等流出経路に係

る各建家のウォークダウン 

 -放射性物質の流出の恐れのある施設に

関する耐震・耐津波詳細評価 

 -廃棄物等の建家外流出のおそれに対す

る対応方針 

 -対策の内容、対策の評価 

 

 

 

 

 

         

その他          

TVF 保

管能力

増強 

○平成 30 年 11 月変更申請の補正 

（事故対処の有効性評価と併せて提示） 

         

▽6 

 

▽6 

 

▽6 

 

▽10 

 

 

（AAF,HASWS

等約 10 施設） 
（残りの施設） 

（AAF,LWSF,CB

の機器等） 

▽3 

▽1 

▽24 ▽20 
（MP） 
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